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12月定例会は、11月28日（木）から12月19日（木）ま
で開催され、条例10件、予算８件、諮問１件、陳情２件、
議員提出議案１件、その他２件を審議し、陳情１件を除く
すべての議案を原案のとおり可決しました。

★上天草市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
　する条例の改正について

　会計年度任用職員制度の施行等を踏まえ、職員の育児休業等に関する制度のさら

なる活用を促進するため、関係規定を整備するもの。

★上天草市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定に
　ついて

　市内における県管理の漁港施設にかかる使用料等との整合性を図るため、関係規

定を整備するもの。

★上天草市農林水産物直売・食材供給施設の設置及び管理に
　関する条例の一部を改正する等の条例の制定について

　上天草市農林水産物加工品開発研究セン

ターを上天草市農林水産物直売・食材供給

施設に統合して、それぞれの施設を一体的

に管理することにより、農林水産業のさら

なる活性化を図るため、上天草市農林水産

物直売・食材供給施設の設置および管理に

関する条例の規定を整備し、また上天草市

農林水産物加工品開発研究センター設置お

よび管理に関する条例を廃止するもの。

★上天草市準用河川占用料徴収条例の一部を改正する条
　例の制定について

　市内における県管理の河川にかかる流水占用料等との整合等を図るため、関係規

定を整備するもの。

条例制定・改正（主なもの）条例制定・改正（主なもの）

₁₂月定例会

可
決

可
決

可
決

可
決

₁₂月定例会

▲農林水産物加工品開発研究センター
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補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）
阿村出張所管理事務事業

5,530万円
　老朽化した阿村出張所を旧阿村中学

校の校舎を改修し、移転することで、

出張所の安全確保並びに機能改善を図

るもの。

農林水産物ブランド化推進事業
129万円

　加工品開発研究センターの農産物加

工室と農産物開発室を一体化し、多目

的に利用可能な研修会議室を設置する

ため、改修を行うもの。

可
決

大矢野図書館建設事業
4,480万円

　新大矢野図書館等を整備するにあた

り、基本設計、測量設計および地質調

査を行う必要があるため、基本設計業

務を委託するもの。

12月6日の議案質疑の一部を要約して掲載します。

上
天
草
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問 

職
員
の
給
与
引
き
上
げ
の
改

正
で
あ
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
額
に

な
る
の
か
。

答 

国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、

初
任
給
お
よ
び
30
歳
代
半
ば
ま
で
の

職
員
の
給
料
月
額
を
引
き
上
げ
る
も

の
で
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
今
年

度
に
お
き
ま
し
て
は
、
給
料
お
よ
び

期
末
勤
勉
を
合
わ
せ
、
７
７
０
万
２

千
円
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

上
天
草
市
農
林
水
産
物
直
売
食
材
供

給
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問 

条
例
の
一
部
改
正
等
に
至
っ

た
経
過
は
。
ま
た
、
農
林
水
産
物
加

工
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答 

市
内
農
林
水
産
物
に
付
加
価

値
を
つ
け
て
販
売
を
拡
大
す
る
と
い

う
目
的
に
お
い
て
、
さ
ん
ぱ
ー
る
と

加
工
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
が
組
織

と
し
て
一
体
と
な
っ
て
稼
働
す
る
こ

と
が
、
６
次
産
業
化
、
加
工
品
開
発

事
業
の
拡
大
、
そ
し
て
、
物
産
館
の

売
り
上
げ
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
す
。
な
お
、

加
工
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能

は
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度（
平
成
31
年
度
）上
天
草

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

問 

農
林
水
産
物
加
工
品
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
修
繕
費
に
つ
い
て
、
今

回
の
改
修
は
、
設
置
当
初
の
目
的
に

沿
っ
た
改
修
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

市
内
で
産
出
さ
れ
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
一
次
産
品
を
活
用
し
、
新
し

い
加
工
品
等
の
商
品
開
発
を
行
い
、

販
売
を
促
進
す
る
た
め
、
加
工
開
発

室
の
一
部
を
研
修
会
議
室
に
変
更
す

る
も
の
で
、
目
的
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

新
大
矢
野
図
書
館
等
整
備
基

本
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答 

11
月
１
日
か
ら
12
月
２
日
ま

で
実
施
し
、
９
件
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
、
充
実
し

た
計
画
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議案質疑議案質疑

▶
旧
阿
村
中
校
舎
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本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

常
任
委
員
会

職
員
の
育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問 

育
休
は
男
性
職
員
も
取
得
で
き
る

の
か
。

答 

対
象
と
な
る
子
が
３
歳
に
達
す
る

日
ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
、
性
別
を
問
わ
ず

適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
男
性

職
員
が
取
得
し
た
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
年
度
ご

と
の
任
用
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
お
い
て
は
、

年
度
ご
と
の
更
新
と
な
り
ま
す
が
、
育
児

休
業
を
取
得
す
る
直
前
に
１
年
間
引
き
続

き
在
職
し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
が
１
歳

６
カ
月
に
達
す
る
日
ま
で
に
任
期
が
満
了

す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
せ
ば
取
得
で
き
る
の
で
、
基

本
的
に
育
児
休
業
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合

は
認
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問 

特
定
幹
部
職
員
と
は
、
ど
の
よ
う

な
職
員
を
指
す
の
か
。

答 

部
長
級
の
職
員
で
す
。

農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施

設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問 

研
修
会
議
室
を
設
置
す
る
こ
と
で

見
込
ま
れ
る
効
果
は
。

答 

加
工
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
方
と
さ
ん
ぱ
ー
る
の
関
係
者
が
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
内
在
住
者
で
、

加
工
開
発
す
る
方
に
限
定
し
た
も
の
で
は

な
い
の
で
、
一
般
の
方
の
利
用
も
可
能
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
市
で
産
出
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
一
次
産
品
を
活
用
し
、
新
し
い

加
工
品
等
の
商
品
開
発
を
行
い
、
本
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
積
極
的

に
販
売
を
促
進
し
て
い
く
拠
点
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
者
の
所
得

の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問 

加
工
室
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
条

例
は
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

施
設
を
有
効
活
用
す
る
と
い
う
考

え
で
の
判
断
で
あ
り
、
加
工
品
開
発
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
な
く
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
さ
ん
ぱ
ー
る
の
施
設
条
例

に
は
、
農
林
水
産
物
の
販
売
拡
大
と
い
う

目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
の
中
で
加
工
品

開
発
セ
ン
タ
ー
の
目
的
も
達
成
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
に
お
い
て
、
１

つ
の
条
例
の
方
が
運
用
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
も
踏
ま
え
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
上
天
草
市
松
島
展
望
休
憩
所
）

問 

当
該
候
補
者
の
選
定
理
由
は
、
ま

た
当
該
候
補
者
が
指
定
管
理
を
行
っ
た
前

例
は
あ
る
の
か
。

答　

当
該
候
補
は
公
共
施
設
の
指
定
管

理
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
回

は
観
光
客
を
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
仕
様

書
の
内
容
も
あ
り
、
当
該
候
補
者
か
ら
は
、

集
客
施
設
運
営
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
実

績
が
あ
る
と
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

可
決

可
決

経
済
建
設
常
任
委
員
会

12
月
1₀
日

総
務
常
任
委
員
会

12
月
11
日

採
択

採
択
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令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

問 

県
立
高
等
学
校
再
編
整
備
に
伴
う

通
学
支
援
に
か
か
る
路
線
バ
ス
運
行
補
助

金
に
つ
い
て
、
対
象
は
、
龍
ヶ
岳
町
大
道

赤
崎
地
区
お
よ
び
松
島
町
教
良
木
地
区
を

始
点
と
す
る
路
線
バ
ス
運
行
に
対
す
る
補

助
で
あ
る
の
か
。

答 

御
指
摘
の
と
お
り
、
当
該
２
地
区

を
始
点
に
、
上
天
草
高
校
を
経
由
し
、
さ

ん
ぱ
ー
る
を
終
点
と
し
た
２
つ
の
路
線
の

運
行
に
か
か
る
赤
字
欠
損
に
対
す
る
補
助

金
を
県
が
支
援
す
る
も
の
で
す
。

問 
農
業
廃
プ
ラ
処
理
費
負
担
金
に
つ

い
て
、
処
理
費
に
つ
い
て
は
市
と
Ｊ
Ａ
あ

ま
く
さ
が
半
分
ず
つ
負
担
し
て
い
る
が
、

一
般
の
方
は
対
象
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
組
合
員
で
あ
れ
ば
准
組

合
員
で
も
対
象
と
な
る
の
か
。

答 

処
理
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
市

が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
、
Ｊ
Ａ
あ

ま
く
さ
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
、

残
り
は
農
業
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
と
い
う
こ
と

で
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
組
合
員
の
方
が
対
象

で
あ
り
、
准
組
合
員
ま
で
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

問 

い
じ
め
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
報
酬

に
つ
い
て
、
補
正
の
理
由
が
、
想
定
よ
り

相
談
件
数
が
多
く
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

市
内
で
、
い
じ
め
問
題
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

答 

市
内
で
の
い
じ
め
件
数
が
増
加
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
談
内
容
を
、
い
じ
め

問
題
だ
け
で
な
く
、
不
登
校
等
も
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と

と
し
た
た
め
、
当
初
予
算
要
求
時
の
想
定

に
比
べ
多
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

上
天
草
港
湾
施
設
の
係
船
環
設
置

の
陳
情
に
つ
い
て

 

意
見  

港
湾
施
設
は
、
物
揚
場
や
浮
桟

橋
な
ど
の
係
留
施
設
と
、
防
波
堤
や
護
岸
、

堤
防
な
ど
の
外
郭
施
設
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
外
郭
施
設
と

い
う
こ
と
で
、
港
内
の
静
穏
度
を
確
保
し
、

強
風
や
波
浪
の
影
響
か
ら
物
揚
場
や
浮
桟

橋
な
ど
の
係
留
施
設
を
防
護
す
る
目
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
船
舶
の
係
留

に
伴
う
牽
引
力
を
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
係
船
環
の
設
置
は
困
難
と

考
え
る
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

問 
現
在
、
勤
務
し
て
い
る
給
食
調
理

員
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
給
食
搬
送

は
誰
が
行
う
の
か
。

答 

今
回
の
学
校
給
食
調
理
場
施
設
の

統
廃
合
に
よ
り
、
２
名
程
度
の
給
食
調
理

員
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

給
食
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、
搬
送
を
専
門

と
す
る
者
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
業
務
委
託
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
月
９
日

▲港湾施設の現状を確認する委員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

12
月
６
日
・
16
日

可
決

不
採
択

可
決
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一般質問

12月定例会では13人の議員が一般質問を行いました。

日程 議員氏名 質問事項

12
　
／
　
12

桑原　千知
▶ 市職員の確保並びに人材育成および職場環境の改善について
▶ 天草大水害の慰霊祭の実施について

島田　光久
▶ 災害時の事前避難と福祉避難所の設置について
▶ 健康ポイントについて
▶ 介護予防対策について

小西　涼司
▶ 上天草市の観光とオルレ事業について
▶ 合津前島地区の市有地について

木下　文宣
▶ 道路および河川の単独事業予算の地域配分について
▶ 認知症予防対策について

何川　誠

▶ 市道船江白涛線について
▶ 大矢野町上東排水機場について
▶ 大矢野川について
▶ 墓地、納骨堂について

12
　
／
　
13

田中　万里
▶ 上天草市 PTA 連合会（市Ｐ連）について
▶ 防犯カメラ設置の推進について

嶋元　秀司
▶ 国土強靭化地域計画について
▶ 上天草市内企業の雇用問題について

西本　輝幸
▶ 学校給食施設の空調設備設置について
▶ 市道馬建青年の家１号線の雑木伐採について

宮下　昌子

▶ 学校給食について
▶ 人材バンクについて
▶ 買い物弱者対策について
▶ 加齢性難聴者の補聴器について

12
　
／
　
16

何川　雅彦 ▶ 北消防署訓練施設の建設について

髙橋　健 ▶ ６次産業化および農林水産物加工品開発研究センターについて

北垣　潮

▶ 国道266号線と赤崎団地および大作山線の交差点について
▶ 大道赤崎瀬子浦への土砂投入について
▶ 樋島漁協損失補償弁済契約金について
▶ 新大矢野図書館（歴史資料館）について
▶ 天草四郎ミュージアムのリーフレットについて
▶ 歴史に関する講演会等の開催について
▶ 日奈久断層帯地震について

田中　辰夫
▶ 大矢野総合スポーツ公園の施設整備について
▶ 松島総合運動公園にある子供広場について
▶ 保育園の副食費の無償化について
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【
市
職
員
の
確
保
並
び
に
人
材

育
成
お
よ
び
職
場
環
境
の
改

善
に
つ
い
て
】

桑
原　

定
年
前
に
退
職
す
る
職
員

が
増
え
て
お
り
、
職
員
の
負
担
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る
。
職
員
の
配
置
は
適

正
で
あ
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

毎
年
度
、
所
属

長
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
適

正
な
配
置
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

桑
原　

組
織
は
人
で
あ
る
。
職
員

が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
は
、
市

民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
。
職
員
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
管
理
職

と
の
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
に
集

約
さ
れ
る
と
考
え
る
。
市
町
村
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
努

め
て
ほ
し
い
。

市
長　

立
派
な
職
員
で
あ
る
前
に
、

立
派
な
社
会
人
と
し
て
成
長
さ
せ

て
い
か
な
い
と
、
質
の
高
い
仕
事

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
管
理
職
に
は
、
部
下
を
成

長
さ
せ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
天
草
大
水
害
の
慰
霊
祭
の
実

施
に
つ
い
て
】

桑
原　

昭
和
47
年
の
天
草
大
水
害

は
、
私
た
ち
に
自
然
の
恐
ろ
し
さ

を
見
せ
つ
け
た
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
災
害
で
あ
る
。
本
市
に
お

け
る
、
被
害
の
状
況
は
。

総
務
企
画
部
長　

死
者
83
人
、
重

軽
傷
者
61
人
、
全
半
壊
６
２
９
戸
、

床
上
床
下
浸
水
は
２
２
９
１
戸
で

す
。

桑
原　

上
天
草
総
合
病
院
で
は
毎

年
、
当
時
の
炊
き
出
し
を
再
現
し

た
昼
食
会
を
開
い
て
お
り
、
災
害

に
対
す
る
教
訓
を
継
承
し
て
い
る
。

令
和
３
年
に
は
、
50
年
を
迎
え
る

が
、
慰
霊
祭
の
実
施
と
、
子
ど
も

た
ち
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

教
育
長　

慰
霊
祭
を
通
し
、
水
害

を
体
験
さ
れ
た
方
と
子
ど
も
た
ち

が
、
当
時
の
悲
惨
さ
を
語
り
合
い
、

今
後
の
暮
ら
し
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
は
、
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長　

50
年
の
節
目
に
、
改
め
て

こ
の
水
害
を
後
世
に
語
り
継
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

天草大水害50年慰霊祭についての
考えはＱ
Ａ桑原　千知 議員

改めて、水害を後世に語り継い
でいきたいと思います

島
田　

福
祉
避
難
所
開
設
の
手
順

と
、
重
度
障
が
い
者
等
の
事
前
一

時
避
難
に
対
し
て
の
具
体
的
な
個

別
支
援
計
画
が
必
要
と
考
え
る
が

検
討
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ま
ず
、
避
難
所

に
避
難
さ
れ
る
場
合
に
は
、
家
族

の
方
や
周
囲
の
方
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
、
一
時
的
避
難
所
の
方
に

避
難
し
て
い
た
だ
く
の
が
本
来
の

避
難
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
前
段
階

で
、
重
度
障
が
い
者
や
支
援
の
必

要
な
方
に
関
し
て
の
一
時
避
難
所

へ
の
個
別
支
援
計
画
は
作
成
し
て

い
ま
せ
ん
。

市
長　

国
の
指
導
も
あ
る
な
か
で
、

民
生
委
員
や
自
主
防
災
の
皆
さ
ん

方
と
連
携
を
図
り
、
対
応
し
て
い

く
と
い
う
の
が
現
実
的
な
話
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

島
田　

重
度
障
が
い
者
、
支
援
の

必
要
な
方
の
災
害
時
、
事
前
避
難

で
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
個
別
支
援
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
は
必
須
で
す
。
真

剣
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
健
康
、
介
護
予
防
対
策
に
つ

い
て
】

島
田　

国
は
、
病
気
や
介
護
に
至

る
前
の
健
康
努
力
に
対
す
る
健
康

促
進
と
し
て
、
予
防
交
付
金
を
倍

増
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

促
進
の
た
め
の
新
た
な
事
業
は
検

討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
健
康
予

防
対
策
と
し
て
の
特
定
健
診
率
の

状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度
か
ら
、

地
域
住
民
主
体
の
自
主
活
動
で
高

齢
者
の
社
会
参
加
や
介
護
予
防
に

資
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
検
討

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
受
診
率
は
30
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
前
年
比
で
１
・
７
パ
ー
セ

ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

島
田　

当
市
の
特
定
健
診
率
は
県

下
で
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
健
康
予
防
意
識
に
つ
な
が

る
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

暴風雨特別警報、レベル４、５
発令時の市民の行動はＱ
Ａ島田　光久 議員

自分の命は自分で守る最善の
行動を
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小西　涼司 議員

小
西　

こ
こ
数
年
間
の
本
市
へ
の

観
光
入
り
込
み
客
数
と
、
そ
れ
に

対
す
る
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
利
用
状

況
は
ど
う
な
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

平
成
26
年
か
ら

30
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
に
よ
る
影
響
で
落

ち
込
み
は
あ
っ
た
も
の
の
、
１
３

４
万
３
千
人
か
ら
１
８
６
万
７
千

人
と
約
４
割
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
利
用
者

は
平
成
26
年
の
４
９
１
８
人
を

ピ
ー
ク
に
現
在
４
７
８
８
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
管
内
21

コ
ー
ス
の
中
で
利
用
者
数
の
多
い

コ
ー
ス
で
８
千
人
程
度
、
少
な
い

コ
ー
ス
で
１
３
０
０
人
程
度
で
す
。

維
和
島
お
よ
び
松
島
の
２
コ
ー
ス

を
持
つ
本
市
は
、
平
均
を
や
や
下

回
っ
て
い
ま
す
が
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
高
い
と
思
い
ま
す
。

小
西　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
中
で
、
平
成
31
年

の
観
光
入
り
込
み
客
数
の
目
標
数

値
が
１
５
７
万
人
に
対
し
、
30
万

人
の
増
加
と
い
う
こ
と
で
、
本
市

は
も
と
よ
り
観
光
協
会
の
努
力
の

た
ま
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
オ
ル

レ
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
数
値
が

上
が
っ
て
い
な
い
が
引
き
続
き
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
、
ア
ウ
ト
ド
ア
全
般
を

活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
り
組
み

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

旅
行
形
態
が
団

体
か
ら
個
人
へ
シ
フ
ト
し
て
お
り
、

ま
た
、
観
光
か
ら
体
験
す
る
こ
と

へ
と
旅
行
の
目
的
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ル
レ

を
含
め
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
は
冬

場
の
閑
散
期
に
は
有
効
で
あ
り
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

等
を
含
め
、
一
年
を
通
し
て
豊
か

な
自
然
環
境
と
景
観
を
生
か
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る

誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
観

光
交
流
活
性
化
施
設
ミ
オ
・
カ

ミ
ー
ノ
天
草
を
拠
点
と
し
た
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
客

の
受
け
入
れ
体
制
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
上
天
草
市
全
体
の
入
り
込

み
客
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
下　

道
路
お
よ
び
河
川
管
理
の

状
況
、
区
長
や
市
民
か
ら
の
要
望

箇
所
数
、
施
行
順
位
の
考
え
方
は
。

建
設
部
長　

市
道
お
よ
び
河
川
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
職
員

が
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
要
望
の
主
な
内
容

は
、
舗
装
破
損
箇
所
等
の
補
修
依

頼
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
施
工
順
位
の
考
え

方
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
破
損
に

よ
り
、
危
険
を
伴
い
通
行
者
や
周

囲
へ
の
影
響
が
大
き
い
も
の
等
を

優
先
し
て
い
ま
す
。

木
下　

町
ご
と
の
予
算
配
分
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

建
設
部
長　

既
存
の
道
路
お
よ
び

河
川
の
整
備
水
準
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
旧
町
単
位
で

予
算
配
分
を
行
う
こ
と
は
柔
軟
性

を
欠
き
ま
す
が
、
人
口
や
路
線
延

長
割
合
な
ど
考
慮
し
、
で
き
る
だ

け
旧
町
毎
に
整
備
箇
所
が
偏
ら
な

い
よ
う
に
引
き
続
き
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
認
知
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
】

木
下　

本
市
に
お
け
る
認
知
症
の

数
、
ま
た
予
防
に
対
す
る
取
り
組

み
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

全
体
的
に
は
把

握
で
き
て
い
な
い
が
、
要
介
護
認

定
者
の
中
で
は
11
月
末
現
在
で
１

６
０
３
人
、
市
全
体
で
は
、
65
歳

以
上
で
6
・
6
人
に
１
人
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
は
、
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
な
ど
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
先
は
、

大
矢
野
町
の
南
風
苑
な
ど
、
旧
町

ご
と
に
４
カ
所
あ
り
ま
す
。

木
下　

住
民
健
診
に
認
知
症
予
防

診
断
の
１
項
を
加
え
る
こ
と
は
不

可
能
か
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度
か
ら
は

質
問
票
の
項
目
の
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木下　文宣 議員

道路・河川等の改修の要望件数は
どれくらいかＱ
Ａ 30年度実績で、さまざまな内
容も含め417件ありました

上天草への観光入り込み客数はＱ
Ａ 186万7,000人です

▲松島オルレコース
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何
川　

市
道
船
江
白
涛
線
の
整
備

計
画
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　

平
成
29
年
６
月
定
例

会
で
、
三
角
大
矢
野
道
路
の
開
通

後
の
本
路
線
の
交
通
量
等
の
状
況

を
調
査
し
た
上
で
、
整
備
の
必
要

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
答
弁

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
調

査
を
平
成
30
年
７
月
１
日
、
４
日

お
よ
び
今
年
５
月
５
日
に
実
施
し

た
結
果
、
交
通
量
の
大
幅
な
増
加

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

何
川　

当
該
箇
所
は
通
学
道
路
で

も
あ
る
。
危
険
な
の
で
早
急
に
改

良
で
き
な
い
の
か
。

建
設
部
長　

急
カ
ー
ブ
で
狭
い
道

路
だ
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
通

学
路
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
掲
載
し
、

補
助
事
業
と
し
て
整
備
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

交
通
量
は
増
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
通
学
路
で
す
の
で
、
危
険

な
箇
所
は
早
急
に
改
善
を
し
た
ほ

う
が
い
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
大
矢
野
川
・
広
崎
排
水
機
場

に
つ
い
て
】

何
川　

６
月
30
日
の
大
雨
で
、
国

道
、
県
道
、
市
道
、
農
道
、
上
東

排
水
機
場
一
帯
が
冠
水
し
た
。
商

店
街
で
は
、
店
舗
の
中
ま
で
水
が

入
り
、
農
作
物
に
も
大
変
な
被
害

が
出
た
。
排
水
機
場
に
は
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
取
り

除
く
計
画
は
あ
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

大
矢
野
上
東
排

水
機
場
の
調
整
地
の
堆
積
土
砂
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に

熊
本
県
が
調
査
測
量
設
計
お
よ
び

町
有
地
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
実
施
後
４

年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
海
岸
保
全
事
業

を
実
施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
熊

本
県
に
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

何
川　

大
雨
の
た
び
に
排
水
機
場

に
見
に
行
く
が
、
ポ
ン
プ
の
能
力

が
か
な
り
落
ち
て
い
る
と
思
う
。

ポ
ン
プ
の
台
数
を
増
や
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

増
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
単
独
の
負
担
で
で
き

る
か
と
い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
事
業
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市道船江白涛線についての整備
計画はＱ
Ａ  何川　誠 議員

国土強靭化計画、交通安全プログラム計
画等の交付金事業を活用し整備したい

田
中　

近
年
、
全
国
的
に
多
発
し

て
い
る
、
子
ど
も
の
事
件
、
事
故

に
対
し
、
未
然
防
止
策
を
早
急
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
が
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
犯
罪
の
抑
止
効
果
が
高
く
、

事
件
、
事
故
の
解
決
へ
の
具
体
的

証
拠
と
な
る
な
ど
、
昨
今
で
は
、

安
心
安
全
の
社
会
づ
く
り
に
不
可

欠
な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
す

で
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
を

認
識
し
、
設
置
す
る
自
治
体
も
増

え
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
市
町
村

で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助

制
度
の
拡
充
や
、
通
学
路
な
ど
に

お
け
る
、
事
件
、
事
故
の
多
発
エ

リ
ア
へ
の
重
点
設
置
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
身
近
な
安
全
確
保
に
つ

い
て
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。
上

天
草
市
内
の
学
校
施
設
や
通
学
路

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
お

よ
び
熊
本
県
内
14
市
の
学
校
や
通

学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

教
育
委
員
会
で
は
、

通
学
路
お
よ
び
学
校
敷
地
内
に
防

犯
カ
メ
ラ
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

県
内
14
市
で
学
校
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
る
市
は
、
熊
本

市
な
ど
11
市
で
、
通
学
路
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

熊
本
市
な
ど
、
一
部
の
通
学
路
に

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

田
中　

設
置
に
つ
い
て
は
、
本
市

も
早
急
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
併
せ
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
対
し
、
市
独
自
の
補
助
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
。

市
長　

こ
の
よ
う
な
時
代
な
の
で
、

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
、
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

学
校
施

設
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
面
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
少
な
く
と
も
学
校
の
先
生

方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
話
し
、

設
置
に
向
け
て
の
意
見
を
ま
と
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
助
成
制
度
等

の
創
設
に
向
け
て
協
議
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

学校や通学路へ防犯カメラの設
置の推進をＱ
Ａ

田中　万里 議員

防犯カメラの設置を推進し
ていきたいと考えています

▲排水機場と調整池

▲登立小前の通学路
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嶋元　秀司 議員

嶋
元　

市
内
各
地
の
老
朽
化
す
る

護
岸
整
備
や
改
良
工
事
等
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
長
寿
命
化
計
画

に
沿
っ
て
行
う
と
い
う
答
弁
が
多

か
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
と
ど
の
よ
う
に
関

連
付
け
て
い
く
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

本
市
の
膨
大
な

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
維
持
管

理
費
の
増
加
な
ど
、
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

長
寿
命
化
計
画
の
趣
旨
も
踏
ま
え

た
う
え
で
、
優
先
度
や
住
民
の
生

命
、
財
産
に
直
接
か
か
わ
る
防
災

減
災
対
策
を
重
点
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

嶋
元　

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
施

設
に
つ
い
て
要
望
・
陳
情
が
多
い

中
、
ハ
ー
ド
面
で
の
減
災
対
策
も

具
体
的
に
盛
り
込
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

本
市
で
想
定
さ

れ
る
浸
水
、
土
砂
災
害
等
へ
の
防

災
減
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
費
用
を
要
し
、
事
業
実
施

に
か
か
る
財
源
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
町

村
が
実
施
す
る
国
土
強
靭
化
計
画

に
資
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業

は
同
計
画
に
位
置
づ
け
て
あ
る
か

ど
う
か
で
国
予
算
の
重
点
配
分
や
、

優
先
採
択
を
行
う
事
と
な
る
と
さ

れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
補
助
金

等
の
交
付
要
件
化
に
な
る
と
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
予
算
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
防
災
・
減
災
事
業

に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

嶋
元　

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
国

会
要
望
等
も
行
っ
て
い
る
が
、
計

画
に
は
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
む
の

か
。

建
設
部
長　

強
靭
化
計
画
に
基
づ

く
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会

資
本
基
盤
整
備
交
付
金
の
対
象
事

業
と
な
る
と
予
想
さ
れ
、
幅
広
く

盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
改
修

が
必
要
な
法
面
や
大
雨
時
に
冠
水

す
る
よ
う
な
道
路
お
よ
び
道
路
形

状
が
未
改
良
と
な
っ
て
い
る
箇
所

な
ど
に
つ
い
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

西
本　

近
年
、
夏
場
の
気
温
上
昇

に
よ
り
、
学
校
給
食
調
理
場
は
著

し
く
高
温
多
湿
の
環
境
に
あ
り
、

衛
生
管
理
面
で
食
中
毒
の
危
険
性

が
増
す
と
と
も
に
、
調
理
員
等
の

注
意
力
や
集
中
力
の
低
下
に
よ
る
、

労
働
安
全
衛
生
面
に
も
支
障
を
来

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
施

設
お
よ
び
設
備
も
老
朽
化
し
、
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
も
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
中
で
安
心
安
全
な
学
校
給
食

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
早
期
に

学
校
給
食
調
理
場
に
エ
ア
コ
ン
設

置
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
部
長　

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
や

空
調
施
設
な
ど
、
設
備
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

教
育
長　

調
理
場
の
環
境
整
備
に

力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

衛
生
管
理
上
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
労
働
環
境
も
改
善
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
給
食

調
理
場
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

西
本　

高
温
多
湿
の
状
況
で
あ
り
、

食
中
毒
・
熱
中
症
な
ど
の
事
故
が

起
こ
ら
な
い
う
ち
に
、
早
急
に
実

施
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

【
市
道
馬
建
青
年
の
家
１
号
線

の
雑
木
伐
採
に
つ
い
て
】

西
本　

幅
員
が
規
格
に
適
合
し
て

い
な
い
た
め
に
大
型
バ
ス
が
中
央

線
を
越
え
て
、
対
向
車
の
通
行
に

支
障
を
来
し
て
い
る
が
、
要
因
と

し
て
沿
道
の
雑
木
も
影
響
し
て
い

る
と
思
う
。
伐
採
は
出
来
る
の
か
。

建
設
部
長　

安
全
面
か
ら
も
雑
木

の
伐
採
は
必
要
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

副
市
長　

建
設
課
が
予
定
し
て
お

り
ま
す
１
回
目
の
伐
採
効
果
を
見

た
う
え
で
、
今
後
、
必
要
な
手
立

て
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

西本　輝幸 議員

学校給食施設のエアコン設置に
ついてＱ
Ａ 調理場の環境整備に力を注ぎ
たいと思います

上天草市国土強靭化地域計画の
主要目標はＱ
Ａ 人命の保護等を優先目標と考えます

▲夏は高温多湿になる給食調理場
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輸入小麦から作られたパンから
除草剤が検出されたが…Ｑ
Ａ宮下　昌子 議員
外国産90％、国産10％。安全性
を確認し使用しています

北消防署に訓練棟の建設をＱ
Ａ

何川　雅彦 議員
旧分署の跡地を確保します

宮
下　

学
校
給
食
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
部
長　

主
に
５
つ
の
指
導
目
標

（
食
事
の
重
要
性
、
心
身
の
健
康
、

食
品
を
選
択
す
る
能
力
、
感
謝
の
心
、

社
会
性
お
よ
び
食
文
化
の
実
現
）
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
課
題
は
、
肥

満
傾
向
児
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
朝

食
を
食
べ
て
こ
な
い
な
ど
、
食
生
活

の
乱
れ
に
つ
い
て
、
家
庭
と
の
連
携

が
十
分
取
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

宮
下　

地
元
食
材
の
活
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

30
か
ら
40
パ
ー
セ
ン
ト
の

利
用
で
、
目
標
は
超
え
て
い
ま
す
。

宮
下　

４
月
に
輸
入
小
麦
で
作
ら
れ

た
パ
ン
か
ら
、
発
が
ん
性
の
疑
い
が

あ
る
除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出

さ
れ
た
と
発
表
が
あ
っ
た
が
、
ご
存

じ
か
。
ま
た
、
調
査
な
ど
は
さ
れ
た

の
か
。

教
育
部
長　

パ
ン
に
つ
い
て
は
、

『
学
校
給
食
会
』
か
ら
納
入
し
て
い

ま
す
。
小
麦
に
つ
い
て
は
、
外
国
産

90
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
産
10
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
輸
入
小
麦
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
省
の
デ
ー
タ
ー
を
も
と
に

安
全
性
を
確
認
し
、
使
用
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

宮
下　

世
界
の
流
れ
は
、
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
の
全
面
使
用
禁
止
や
輸
入
禁

止
な
ど
、
規
制
の
動
き
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
日
本
は
８
割
強
を
輸
入

し
、
規
制
ど
こ
ろ
か
、
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
の
輸
入
が
解
禁
さ
れ
た
。

い
か
が
お
考
え
か
。

教
育
部
長　

小
麦
の
生
産
量
が
極
端

に
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
承
知
し
て

い
ま
す
。
特
に
コ
メ
ン
ト
を
申
し
上

げ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

教
育
長　

国
産
が
い
い
な
ぁ
と
は
思

い
ま
す
。
上
天
草
市
内
で
も
小
麦
の

生
産
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
困
難

は
あ
り
ま
す
が
、
地
元
産
を
採
用
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
補

助
に
つ
い
て
】

宮
下　

難
聴
に
よ
り
社
会
参
加
が
で

き
な
い
高
齢
者
の
把
握
は
し
て
い
る

か
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
保
険
認
定
者

の
お
よ
そ
５
人
に
１
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

宮
下　

障
が
い
者
認
定
は
、
か
な
り

重
い
難
聴
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な

い
。
補
聴
器
は
高
額
だ
が
、
購
入
補

助
の
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

他
市
町
村
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

何
川　

北
消
防
署
の
署
員
は
技
術

を
磨
く
た
め
の
訓
練
は
ど
こ
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

天
草
広
域
連
合

中
央
消
防
署
（
天
草
市
）
の
訓
練

棟
を
活
用
し
て
技
術
力
の
向
上

図
っ
て
い
ま
す
。

何
川　

訓
練
は
勤
務
時
間
中
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

勤
務
時
間
中
に

は
行
え
ず
、
非
番
時
に
訓
練
を
行

な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。　

何
川　

中
央
消
防
署
で
の
訓
練
を

見
学
し
た
。
約
30
名
の
署
員
が
厳

し
い
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
消
防

長
に
よ
れ
ば
「
北
消
防
署
の
署
員

は
勤
務
時
間
外
の
非
番
時
に
訓
練

を
行
っ
て
お
り
、
報
酬
は
一
切
な

い
。
勤
務
後
に
訓
練
す
る
た
め
、

居
眠
り
運
転
に
注
意
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
北
消

防
署
の
署
員
は
制
限
さ
れ
た
環
境

で
業
務
を
し
て
い
る
。
訓
練
施
設

が
な
い
た
め
、
往
復
２
時
間
か
け

て
移
動
し
て
い
る
。
消
防
署
員
の

技
術
力
の
向
上
は
不
可
欠
で
あ
り
、

訓
練
棟
の
設
置
は
必
要
だ
と
思
う

が
。

総
務
企
画
部
長　

市
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
も
訓
練
棟
の
必
要
性

は
十
分
理
解
し
て
い
る
。

何
川　

北
消
防
署
に
隣
接
す
る
分

署
跡
地
に
訓
練
棟
整
備
の
打
診
が

あ
っ
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

昨
年
５
月
に
天
草
広
域
連

合
よ
り
相
談
が
あ
っ
た
が
、
宮
津

地
区
開
発
計
画
の
検
討
中
で
あ
っ

た
た
め
、
計
画
を
策
定
す
る
中
で

判
断
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

新
図
書
館
建
設
計
画
の
位
置
が
確

定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
相
談
さ
れ

て
い
た
旧
分
署
の
市
有
地
を
確
保

し
ま
す
。

何
川　

消
防
署
は
上
天
草
市
民
の

生
命
を
守
る
重
要
な
拠
点
で
あ
る
。

訓
練
棟
建
設
に
よ
っ
て
消
防
署
の

機
能
と
署
員
の
能
力
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
環
境
が
一
日
も
早
く
実

現
す
る
こ
と
を
、
強
く
願
う
。

▲北消防署



112020 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

髙橋　健 議員　

髙
橋　

現
在
ま
で
に
食
品
開
発
加

工
セ
ン
タ
ー
に
要
し
た
費
用
は
。

経
済
振
興
部
長　

ハ
ー
ド
面
は
、

設
計
委
託
料
３
１
９
万
円
、
建
設

設
備
工
事
費
４
８
６
４
万
円
、
備

品
購
入
費
５
３
７
万
円
で
、
平
成

23
年
度
か
ら
の
建
物
維
持
管
理
費

７
７
６
万
円
で
す
。
ソ
フ
ト
面
は
、

専
任
職
員
等
の
人
件
費
３
６
０
０

万
円
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
へ

の
委
託
料
お
よ
び
人
件
費
２
７
７

８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

食
品
開
発
加
工
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
商
品
の
数
、

ま
た
開
発
さ
れ
た
商
品
の
売
り
上

額
は
。

経
済
振
興
部
長　

開
発
し
た
商
品

は
50
品
目
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
全

て
の
商
品
の
販
売
額
は
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

髙
橋　

売
上
は
全
て
把
握
で
き
て

い
な
い
。
そ
れ
で
は
市
の
事
業
と

し
て
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。

現
在
、
国
の
補
助
金
等
を
活
用
す

る
場
合
に
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績

評
価
指
標
）
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
資
料
を
も
と
に
、
今
回

の
条
例
改
正
を
行
う
明
確
な
説
明

が
事
前
に
必
要
だ
っ
た
の
で
は
と

思
う
。
今
回
の
条
例
改
正
に
お
い

て
、
食
品
開
発
加
工
所
が
縮
小
さ

れ
、
さ
ん
ぱ
ー
る
の
施
設
と
し
て

翌
年
度
か
ら
指
定
管
理
の
施
設
と

な
る
が
、
今
後
の
加
工
所
の
活
用

方
法
お
よ
び
加
工
開
発
に
つ
い
て

市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

施
設
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
加

工
施
設
を
縮
小
し
、
さ
ん
ぱ
ー
る

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
引
き

続
き
ブ
ラ
ン
ド
推
進
お
よ
び
加
工

開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

髙
橋　

加
工
開
発
に
お
い
て
具
体

的
代
案
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

代
案
を
提
示
す
る
。（
詳
し
く
は

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
２
を
参
照
）

市
長　

提
案
い
た
だ
い
た
内
容
で

支
援
し
て
い
く
の
は
本
当
に
良
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
加

工
開
発
の
難
し
さ
と
言
う
の
も
理

解
し
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
投

資
を
開
発
者
に
強
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
決
断
を
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
は
支
援
を
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
良
い
開
発
商
品
が
世
に

出
る
よ
う
に
私
ど
も
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

【
樋
島
漁
協
損
失
補
償
弁
済
契

約
金
に
つ
い
て
】

北
垣　

債
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
念

書
の
内
容
は
。

経
済
振
興
部
長　

本
市
が
熊
本
県
漁

業
信
用
基
金
協
会
へ
損
失
補
償
を
履

行
す
る
市
議
会
承
認
を
得
る
条
件
と

し
て
、
樋
島
漁
業
協
同
組
合
長
か
ら

上
天
草
市
に
対
し
、
個
人
名
で
１
千

万
を
支
払
う
と
い
う
内
容
で
す
。

北
垣　

３
８
４
８
万
２
３
０
０
円
を

市
が
熊
本
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
に

損
失
補
償
履
行
の
議
会
承
認
を
条
件

に
１
千
万
支
払
う
約
束
を
さ
れ
た
と

い
う
事
で
い
い
か
。

経
済
振
興
部
長　

市
が
代
位
弁
済
を

し
た
、
そ
の
補
填
と
し
て
個
人
で
差

し
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

北
垣　

念
書
ど
お
り
に
さ
れ
て
い
な

い
事
へ
の
思
い
は
。

市
長　

返
済
計
画
の
最
終
期
限
で

あ
る
、
今
年
４
月
30
日
ま
で
に
完
納

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
に
対
し
て

は
、
本
当
に
遺
憾
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
念
書
に
つ
い
て
は
、

顧
問
弁
護
士
と
協
議
し
た
結
果
、
い

わ
ゆ
る
債
権
と
し
て
正
式
に
成
立
す

る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
債
権
と
し

て
あ
る
以
上
は
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強

く
支
払
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

【
大
道
瀬
子
浦
へ
の
土
砂
投
入

に
つ
い
て
】

北
垣　

瀬
子
浦
は
国
立
公
園
の
特
別

地
域
２
種
と
３
種
に
入
っ
て
お
り
、

熊
本
県
内
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
な
い
自
然
環
境
で
あ
る
。

　

11
月
29
日
に
船
の
上
か
ら
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
、
12
月
４
日
、
土
石
堆

石
物
に
上
が
り
見
て
回
っ
た
。
石
コ

ロ
と
い
う
よ
り
小
さ
な
岩
と
表
現
し

た
方
が
い
い
。
７
年
間
も
放
置
し
て
、

ア
サ
リ
漁
場
造
成
の
名
を
借
り
た

し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
の
捨
て
場
で
あ
る
。

　

瀬
子
浦
に
は
伝
説
や
民
話
な
ど
の

言
い
伝
え
も
あ
る
が
、
神
聖
な
場
所

と
し
て
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

北垣　潮 議員　

念書どおりにされてない事への
市長の思いはＱ
Ａ 本当に遺憾であると思います

食品開発研究センターの在り方につい
て今後どのように考えているかＱ

▲上空から見た瀬子浦の土砂
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田中　辰夫 議員

大矢野総合グランド照明を、
LED化にできないかＱ
Ａ 財政問題があるので、いつか事
業化していく事を目標にします

【
大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
施
設
整
備
に
つ
い
て
】

田
中　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
全

天
候
型
の
設
置
に
つ
い
て
。

市
長　

陸
上
協
会
と
の
や
り
と
り

を
経
て
、
今
回
は
、
大
矢
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
方
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
を
作
り
ま
す
。

【
松
島
総
合
運
動
公
園
の
子
供

広
場
に
つ
い
て
】

田
中　

前
年
の
部
長
答
弁
で
は
、

来
年
度
に
子
供
広
場
全
体
の
整
備

基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
の
事

だ
っ
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

策
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

田
中　

策
定
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

基
本
計
画
に
な
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の
対
策

は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
市
長　

施
設
の
老
朽
化
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

早
急
に
対
策
を
お
願
い
し

た
い
。

【
保
育
園
の
副
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
】

田
中　

11
月
13
日
に
上
天
草
市
内

の
私
立
保
育
園
の
方
々
を
対
象
と

し
た
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
議

会
報
告
会
を
行
っ
た
が
、
園
側
か

ら
副
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
の

要
望
が
あ
っ
た
。
９
月
議
会
の
市

長
の
答
弁
で
は
、
で
き
な
い
旨
の

説
明
で
あ
っ
た
が
、
再
度
、
来
年

度
か
ら
無
償
化
あ
る
い
は
現
在
の

半
額
程
度
に
で
き
な
い
も
の
か
。

市
長　

今
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

制
度
で
あ
る
の
で
、
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
だ

け
で
な
く
、
学
校
給
食
の
方
か
ら

の
要
望
も
受
け
て
い
る
以
上
、
両

方
の
配
慮
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

田
中　

市
長
の
言
い
分
も
わ
か
る

が
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
ご
検
討
を
願
う
。

▲高舞登山からの眺め

賛 否 表 主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

（議案名は一部省略しています）

議案
番号

議案名 結果 表決数
木
下
文
宣

何
川
　
誠

嶋
元
秀
司

何
川
雅
彦

宮
下
昌
子

田
中
辰
夫

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

北
垣
　
潮

島
田
光
久

津
留
和
子

桑
原
千
知

西
本
輝
幸

園
田
一
博

議　案
第94号

令和元年度（平成31年度）
上天草市一般会計補正予算

（第５号）

原案
可決

15・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発　議
第９号

教職員定数の改善および義
務教育に係る確実な財源措
置に関する意見書の提出に
ついて

原案
可決

15・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳　情
第10号

意見書の提出についての陳
情

採択 15・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳　情
第11号

上天草港湾施設の係船環設
置の陳情

不採択 2・13 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ―

〇賛成　●反対　／離席　－議長は除く
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　経済建設常任委員会は、12月19日（木）、市役
所大矢野庁舎で議会報告会を開き、市から委嘱さ
れている地域おこし協力隊と意見交換を行いまし
た。
　報告会では、市のPRや加工品の開発、まちづく
りなど、各隊員の活動状況の報告を受けたあと、
取り組みに関する課題や要望事項を聞き取りまし
た。
　隊員の多くは市内への定住を希望しており、そ
の後の起業や自立のため、地元の住民とともに新
たなまちづくりの方法を模索し続けていることが
分かりました。
　委員から「今後、議会の立場として、活動の成
果と委嘱期間満了後の定住や起業、自立のようす
など、状況を把握しながらバックアップしていく
体制をつくる必要がある」との意見が出されました。

○
採
決

　
本
会
議
で
は
議
長
が
、
委
員
会
で
は
委
員
長
が
議
員

（
委
員
）
の
賛
否
の
意
思
表
示
を
求
め
、
そ
れ
を
集
計

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
簡
易
採
決

　
本
市
議
会
に
お
い
て
は
、
議
長
が
議
会
の
意
思
決
定

の
た
め
、
採
決
を
と
ろ
う
と
す
る
場
合
は
、
起
立
に
よ

る
も
の
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
採
決
の
対
象
と
な
る

問
題
の
可
決
に
対
し
、
反
対
者
が
い
な
い
と
予
想
さ
れ

る
場
合
に
、
議
長
が
「
○
○
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
会
議
に
は
か
り
、
異
議
が
な
け
れ
ば
、

可
決
の
旨
を
宣
告
す
る
方
法
を
い
い
ま
す
。

〇
議
決

　
採
決
の
結
果
得
ら
れ
た
、
議
会
の
意
思
決
定
の
こ
と

で
す
。
議
決
に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
可
決
（
否
決
）：『
予
算
、
条
例
、
契
約
、
発
議
、

決
議
、
そ
の
他
』
に
関
す
る
議
案

・
認
定
（
不
認
定
）：『
決
算
』
に
関
す
る
議
案

・
承
認
（
不
承
認
）：『
専
決
処
分
』
に
関
す
る
議
案

・
同
意
（
不
同
意
）：『
人
事
案
件
』
に
関
す
る
議
案

・
採
択
（
不
採
択
）：『
請
願
』
に
関
す
る
議
案

○
採
択
・
不
採
択

　
請
願
お
よ
び
陳
情
に
対
し
て
、
議
会
が
そ
の
内
容
を

審
議
し
て
決
定
し
た
賛
否
の
内
容
を
い
い
、
肯
定
す
る

こ
と
と
す
る
議
会
の
意
思
決
定
を
採
択
、
否
認
す
る
こ

と
と
す
る
議
会
の
意
思
決
定
を
不
採
択
と
い
い
ま
す
。

議
会
の
あ
れ
こ
れ
、

解
説
し
ま
す

常任委員会が議会報告会を開催

　11月13日（水）、文教厚生常任委員会は市役所
松島庁舎で議会報告会を開き、市保育園連絡会の
会員と意見交換を行いました。
　報告会では、管内私立保育園の園長など13名と
幼児教育・保育の無償化と保育環境の充実につい
て意見が交わされました。
　同連絡会が考える現状の課題として、①副食費
補助の公費負担の拡充、②特別保育事業の積極的
推進および拡充、③障害児保育事業、軽度障害児
保育事業の積極的推進および拡充、④保育士不足
解消のための上天草市出身学生に対する奨学金お
よび就職準備金制度の創設についてなどがあり、
それぞれに説明を受けました。
　本委員会からは、市が運用している奨学金に関
する助成制度があることや、市長とのランチでト
ークの活用について周知しました。

経済建設常任委員会 文教厚生常任委員会

▲活発な意見が交わされました

▲地域おこし協力隊の活動のようす
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　11月15日、元大阪府寝屋川市議会議長の宮本
正一氏を講師に迎え、議員研修会を行いました。
　研修会は講師の経験談をもとに、質疑・質問の
テクニックや事前準備を行ううえで心がけるべき
ことを学びました。
　参加した議員からは「一般質問をする際は、自
分のバックボーンをもとにするのが良いと聞き、
納得した。議員もその分野のスペシャリストにな
り、執行機関の政治姿勢と政治責任を明らかにし
なければならない」と力強い感想が語られました。

　広報委員会では、議会だより「えがお」に対する皆さまのご意見・
ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、市議会をより身近に感じていただける
よう、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いします。
■応募方法　ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りください。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514
　　　　　　上天草市議会事務局
　　　　　　FAX：0964-56-4936　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

議会だより「えがお」へのご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き

▲宮本氏の話を聞く議員ら

議員研修会を開催
『一般質問を劇的に変える講座』

11月

 ３日　芸術文化祭オープニングセレモニー

11日　第2回ジオパーク推進協議会（天草市）

18日　天草パールラインマラソン組織委員会

28日～12月19日　市議会第5回定例会

１月

 ３日　上天草市成人式

 ４日　上天草市消防出初式

20日　熊本県市議会議長会研修会（熊本市）

25日　男女共同参画フォーラム

２月

 ４日　全国離島振興市町村議会議長会（東京都）
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編
集
後
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令
和
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
、
ど
ん
な
お
正
月
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
恒
例
に
し
て
い
る
初
日
の
出

を
見
に
、
松
島
町
の
千
元
森
嶽
へ
登
り

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
雲
一
つ
な
い
澄

み
切
っ
た
空
で
し
た
。
や
が
て
、
東
の

山
か
ら
光
が
差
し
は
じ
め
、
太
陽
が
現

れ
て
く
る
と
、
30
人
以
上
の
登
山
者
か

ら
「
わ
ー
！
」
と
い
う
歓
声
が
上
が
る

と
同
時
に
、
全
員
の
拍
手
で
令
和
の
日

の
出
を
迎
え
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
最

高
の
初
日
の
出
で
し
た
。

　

市
の
行
事
が
、
3
日
に
成
人
式
、
4

日
に
は
出
初
式
が
行
わ
れ
、
ど
ち
ら
も

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
年

に
な
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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定例会は 現在開会中です。2/13～3/16 ぜひ傍聴にお越しください
詳しくは議会事務局へ　0964‒26‒5536

　明治の頃、芦北の方から一人の漁師が鯨に引かれて大道に向かってきま
した。そして、唐

からあじろ

網代の瀬戸にさしかかった時、大道の人たちが気づいて
村中の船を出して鯨を捕獲しました。
　鯨は唐網代の海を真赤に染めて海面に横たわってしまいました。それを
見た村中の人たちは可愛そうに思い、碑を建てて祀

まつ

ることにしたのです。
その碑が今も残っている鯨の碑で、唐網代集会所敷地内にあります。
　この碑は漁師たちの信仰を集め、漁に出る時は碑を拝んでゆくと運がよ
くなるといわれています。
　また、「鯨誉代」という浄土宗最上の戒名が刻まれています。

（上天草市観光ガイドの会　木下栄氏　文献）

 鯨
くじら

の碑

　島の住民や帰省者との親睦のために、特

産品の湯島大根をバトンにしてリレーが行

われました。

　バトンとなった大根は、レースの後『お

でん』に変わりました。

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリ

まちを歩いて…

大矢野町

『湯島大根リレーマラソン』

龍ヶ岳町
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